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西脇市Facebookでも情報発信中！
紙面に載せきれないまちの話題がど
んどん届きます。
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神戸三宮で魅力発信
　「アフター万博ひょうごレガシ
ーフェスタ」が開催。西脇市から
は認定フィールドパビリオン関連
の３ブースが出展し、日本酒の試
飲や郷土資料館の播州織小物づく
り体験には多くの人が訪れました。
〔10月３日〕

市民スポーツ大会開幕
　市民スポーツ大会開会式が総合
市民センターで行われ、優秀選手
を表彰しました。選手宣誓では、
日頃の練習の成果を発揮し、けが
に気を付けながら全力で挑むこと
を力強く宣言。12月まで15種目の
熱戦が続きます。〔10月４日〕

給食に黒田庄和牛
　市内の小中学校の給食に黒田庄
和牛を使った特別メニューが登場。
児童たちはすき焼き風に調理され
た肉を頬張り、「柔らかくておい
しい」とにっこり。地元食材をお
なかいっぱい味わいました。〔10
月7日／桜丘小学校〕

レントン市から中学生親善使節団
　姉妹都市のアメリカ・レントン市から中学生親
善使節団一行、13人が西脇市を訪れました。レン
トン市とは昭和44年に姉妹都市協定を結んで以来、
親善使節団を相互に派遣し合うなど交流を続けて
います。滞在中は着物の着付け体験や市内の中学
校で一緒に給食を楽しむなど、日本の文化や暮ら
しに触れました。〔10月５日～12日〕

自慢の黒田庄和牛の仕上がりを競う
　黒田庄和牛の体つきや肉質など日頃の肥育の成
果を競う「黒田庄和牛畜産共進会」が開催。
　市内の畜産農家が出品した10頭を県の職員らが
審査し、山崎大地さんの「足利藤」が最優秀賞に
輝きました。入賞した黒田庄和牛は、10月25日に
開催される県大会へ出品されます。〔９月25日／
ＪＡみのり黒田庄ライスセンター〕

手話言語に触れようー手
話の日イベント
　「手話言語の国際デー＆手話の
日」イベントを９月23日、茜が丘複
合施設みらいえで開催。手話カフェ
や手話かるたを通して、多くの人が
手話に親しみました。パネルディス
カッションでは、兵庫教育大学の中
島武史准教授が進行役を務め、手話
ユーザーや人工内耳装用者など、さ
まざまな立場から意見を交わしまし
た。
　９月27日には鳥取県で行われた
「全国高校生手話パフォーマンス甲
子園」に西脇高校生活情報科の生徒
が初出場。「演劇・コント・ポエム
部門」で審査員特別賞を受賞しまし
た。「誰もが輝けるファッションシ
ョー」をテーマに、手話を言語とす
る少女が仲間と力を合わせてステー
ジに立つ姿を物語仕立てで表現。衣
装の工夫も手話で紹介し、会場を大
いに盛り上げました。

秋空を包む熱気ー市内各
地で秋祭りー
　秋晴れに恵まれた３連休、市内各
所で秋祭りが開かれ、勇壮な太鼓の
音や担ぎ手の熱い掛け声が響き渡り
ました。
　小坂町の春日神社では、担ぎ手が
屋台の重さを肩に感じながら、本殿
へ続く坂道を歯を食いしばって担ぎ
上げました。懸命な姿に見物客から
は声援が送られ、カメラを向ける人
の姿も見られました＝写真上。
　比延町の住吉神社では、担ぎ手と
乗り子が歌を掛け合いながら参道を
往復。屋台を頭上高く差し上げると、
観客からは大きな歓声が上がりまし
た＝同左下。
　黒田庄町岡の兵主神社では、本番
に向けて練習に励んできた乗り子た
ちが、声を枯らしながら力いっぱい
歌い、太鼓を打ち鳴らして祭りを盛
り上げました＝同右下。〔10月10日
～12日〕
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